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Ⅰ　

多
文
化
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
独
自
性

　

１　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
多
文
化
主
義
と
法
制
度

　

カ
ナ
ダ
は
多
文
化
主
義
の
理
念
と
政
策
を
先
進
国
の
な
か
で
は
最
初
に
導
入
し
た
国
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
白
人
を
優
遇
し
非
白

人
の
移
民
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
差
別
的
な
慣
行
を
残
し
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
移
民
政
策
を
転
換
し
、
能
力
や
言
語
と
い
う
客
観

的
な
基
準
（
ポ
イ
ン
ト
制
度
）
に
よ
り
移
民
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
新
し
い
移
民
政
策
を
一
九
六
七
年
に
導
入
し
た
。
そ
れ
以
来
、

カ
ナ
ダ
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
各
地
か
ら
移
民
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
世
界
の
国
の
う
ち

一
七
九
カ
国
か
ら
年
間
で
約
二
八
万
人
の
移
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
移
民
出
身
国
の
上
位
三
カ
国
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
、
中
国
が
並
び
、
近
年
で
は
非
白
人
の
移
民
定
住
が
一
般
化
し
て
き
た
。
他
方
、
カ
ナ
ダ
が
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
系
と
フ
ラ
ン

ス
系
を
中
心
と
す
る
政
治
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
多
文
化
主
義
に
向
か
う
、
と
い
う
政
策
転
換
を
当
時
の
連
邦
首
相
で

あ
っ
た
ピ
エ
ー
ル
・
Ｅ
・
ト
ル
ド
ー
が
一
九
七
一
年
一
〇
月
八
日
、
連
邦
下
院
で
表
明
し
た
。
多
文
化
主
義
と
言
い
な
が
ら
、
歴
史

的
に
は
英
語
系
と
仏
語
系
の
共
存
に
よ
り
カ
ナ
ダ
連
邦
が
維
持
さ
れ
て
き
た
実
績
も
あ
る
の
で
、
言
語
面
で
は
英
語
と
仏
語
を
公
用

語
に
す
る
と
い
う
基
本
的
な
前
提
は
そ
の
ま
ま
の
多
文
化
主
義
導
入
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
カ
ナ
ダ
は
英
語
と
仏
語
の
二
言

語
を
公
用
語
と
し
て
維
持
し
つ
つ
、
移
民
集
団
の
多
文
化
を
公
的
に
認
知
し
平
和
的
な
統
合
を
進
め
る
、
と
い
う
の
が
ト
ル
ド
ー
首

相
の
狙
い
で
あ
っ
た）1
（

。

　

多
文
化
主
義
政
策
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
や
期
待
、
そ
し
て
批
判
も
込
め
ら
れ
て
お
り
、
ト
ル
ド
ー
首
相
の
下
院
演
説
か
ら
約
四

〇
年
以
上
経
過
し
た
現
在
で
も
国
民
的
な
合
意
が
あ
る
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。
単
な
る
人
口
構
成
上
の
多
様
性
の
尊
重
か
ら
始
ま

り
、
統
合
理
念
と
し
て
の
新
し
い
モ
デ
ル
と
し
て
期
待
す
る
も
の
な
ど
、
多
く
の
考
え
方
が
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
き
た
。
本
論
は
多

文
化
主
義
政
策
の
理
念
や
政
策
を
論
じ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
で
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
多
文
化
主
義
の
理
念
や
政
策
に
従
え
ば
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
多
様
な
民
族
・
移
民
集
団
の
価
値
体
系
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
尊
重
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
り
に
そ
う
な
る
と
、
カ
ナ
ダ
を
統
合
す
る
理
念
や
価
値
観
が
薄
れ
、
国
家
と
し
て
の

ま
と
ま
り
を
欠
く
と
い
う
危
険
性
も
出
て
く
る
。
多
様
性
の
尊
重
は
重
要
と
し
て
も
、
そ
れ
が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
と
不
統
一
や
不

整
合
と
い
う
反
作
用
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。
ト
ル
ド
ー
首
相
が
多
文
化
主
義
政
策
の
表
明
を
し
た
一
九
七
一
年
以
降
、
カ
ナ

ダ
の
政
治
文
化
が
ど
の
程
度
、
変
化
し
た
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
多
様
性
の
尊
重
と
統
一
」
と
い
う
二
つ
の
ベ
ク
ト

ル
が
緊
張
や
摩
擦
も
引
き
起
こ
し
て
き
た
こ
と
も
明
白
で
あ
ろ
う）2
（

。

　

本
節
で
は
ま
ず
多
文
化
主
義
関
係
の
法
律
や
憲
法
規
定
を
紹
介
し
た
い
。
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
「
多
様
性
の
尊
重
」
と
い
う
ベ
ク
ト

ル
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
一
九
八
八
年
の
多
文
化
主
義
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
主
に
連
邦
官
庁
を
対
象
と
し
て
多
文
化
主
義
的

な
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
強
い
強
制
力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、
連
邦
官
庁
に
対
す
る
勧
告

的
な
役
割
を
持
つ
。
つ
い
で
連
邦
法
と
し
て
は
、
官
庁
や
民
間
企
業
に
お
い
て
女
性
、
先
住
民
、
身
体
障
害
者
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ジ
ブ

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
非
白
人
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
と
い
う
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
て
定
め
、
彼
ら
の
人
事
採
用
や
昇
任
な

ど
を
求
め
た
「
雇
用
衝
平
法
」（
一
九
八
六
年
制
定
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
多
文
化
主
義
法
と
異
な
り
、
官
庁
や
企
業
に
対
し
て
一
定
の

強
制
力
を
持
つ
の
で
、
雇
用
・
人
事
政
策
で
は
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

　

つ
い
で
人
種
差
別
（
あ
る
い
は
性
差
別
、
宗
教
的
な
差
別
）
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
「
カ
ナ
ダ
人
権
法
」（
一

九
七
七
年
制
定
）
に
よ
り
当
事
者
（
被
害
者
）
は
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
連
邦
憲
法
の
規
定
に
従
え
ば
、
複
数
の
州
に
お
い
て

営
業
し
、
業
務
を
展
開
す
る
民
間
企
業
は
、
連
邦
政
府
の
管
轄
下
に
入
る
の
で
、
こ
の
人
権
法
の
対
象
と
な
る
。
か
り
に
航
空
会
社

に
お
い
て
人
種
差
別
が
起
こ
れ
ば
、
そ
の
被
害
者
（
例
え
ば
従
業
員
）
は
、
こ
の
法
律
を
手
が
か
り
と
し
て
改
善
を
求
め
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
人
権
法
に
関
し
て
は
、
人
権
委
員
会
（
主
に
啓
蒙
活
動
や
調
査
を
担
当
）、
そ
し
て
人
権
審
判
所
（
実
際
の
事
件

の
調
停
を
担
当
、
い
わ
ゆ
る
行
政
審
判
庁
に
該
当
す
る
）
と
い
う
二
つ
の
組
織
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
被
害
者
を
救
済
す
る
仕
組
み
と
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な
っ
て
い
る
。
か
り
に
人
権
審
判
所
で
の
調
停
に
当
事
者
が
満
足
し
な
い
場
合
、
通
常
の
司
法
機
関
に
提
訴
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
一
〇
の
州
で
は
連
邦
政
府
と
同
じ
よ
う
に
、
州
レ
ベ
ル
の
人
権
法
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
人
権
委
員
会
な
い
し

は
人
権
審
判
所
が
問
題
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
司
法
機
関
へ
の
提
訴
と
い
う
方
法
で
は
時
間
や
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
も
州
レ
ベ
ル
で
も
、
人
権
委
員
会
へ
当
事
者
が
問
題
を
持
ち
込
み
、
解
決
を
図
る
こ
と
が
よ
り
現

実
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る）3
（

。

　

他
方
、
カ
ナ
ダ
全
体
で
見
る
と
カ
ナ
ダ
憲
法
の
人
権
規
定
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
連
邦
が
結
成
さ
れ
た

一
八
六
七
年
に
は
英
領
北
ア
メ
リ
カ
法
（
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
い
う
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
主
に
こ
れ
は
連
邦
制
度
の

枠
組
み
を
定
め
た
も
の
で
、
国
民
の
権
利
に
関
す
る
規
定
が
な
い
、
と
い
う
特
徴
を
備
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
国
民
の
権
利
を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
他
の
問
題
点
（
憲
法
改
正
の
手
続
き
な
ど
）
も
含
め
て
改
正
す
る
作
業
を
進
め
た
が
、

連
邦
と
州
の
合
意
が
生
ま
れ
ず
、
最
終
的
に
は
一
九
八
二
年
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
成
立
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
の
欠
陥
を
是
正
す
る
こ
と
が
出
来
、
近
代
憲
法
を
カ
ナ
ダ
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る）4
（

。

　

国
民
の
権
利
に
関
し
て
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
第
１
章
（
権
利
及
び
自
由
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
憲
章
）
に
お
い
て
、
基
本
的
自
由
や

民
主
的
権
利
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
が
、
言
語
権
や
先
住
民
の
権
利
な
ど
カ
ナ
ダ
に
固
有
な
ユ
ニ
ー
ク
な
権
利
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
英

語
と
仏
語
を
公
用
語
と
し
て
優
遇
す
る
こ
と
も
改
め
て
明
文
化
し
、
カ
ナ
ダ
を
よ
り
実
質
的
な
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
国
に
変
化
さ
せ
る

規
定
も
確
定
し
た
（
第
16
条
か
ら
第
22
条
）。
宗
教
に
関
し
て
は
第
２
条
に
定
め
ら
れ
た
基
本
的
自
由
が
重
要
で
あ
る
。
信
仰
の
自
由

（
ａ
）、
思
想
・
信
条
・
表
現
の
自
由
（
ｂ
）、
集
会
の
自
由
（
ｃ
）、
そ
し
て
結
社
の
自
由
（
ｄ
）
と
い
う
四
つ
の
自
由
が
こ
こ
で
明

示
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
国
民
も
明
文
化
さ
れ
た
権
利
を
よ
う
や
く
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　

２　

問
題
の
所
在
―
―
信
仰
の
自
由
は
絶
対
か
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つ
い
で
信
教
の
自
由
が
ど
の
程
度
ま
で
許
さ
れ
る
か
、
と
い
う
基
本
的
な
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
一
九
八
二
年
憲
法
に

お
い
て
明
文
化
さ
れ
た
国
民
の
権
利
、
特
に
信
教
の
自
由
（
第
２
条
ａ
）
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
明
確
な
権
利
と
し
て
確
立
し
た
。
加

え
て
第
15
条
１
項
に
お
い
て
平
等
権
が
規
定
さ
れ
、
法
の
下
の
平
等
を
徹
底
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
「
す
べ
て
個
人
は

法
の
下
に
平
等
で
あ
り
、
一
切
の
差
別
、
と
く
に
人
種
、
出
身
国
籍
も
し
く
は
出
身
民
族
、
体
色
、
宗
教
、
性
別
、
年
齢
又
は
精
神

的
も
し
く
は
身
体
的
障
害
を
理
由
と
し
て
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
法
の
平
等
な
保
護
と
利
益
を
享
受
す
る
権
利
を
有
す
る）5
（

」
と

定
め
て
い
る
。

　

他
方
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
第
１
条
に
は
、
国
民
の
権
利
が
無
制
限
で
は
な
く
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
自
由
か
つ
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
明
白
に
正
当
化
出
来
る
も
の
と
し
て
法
律
が
定
め
る
合
理
的
な

制
限
に
服
す
る
場
合
を
除
き）6
（

」、
憲
章
が
定
め
る
自
由
や
権
利
を
保
障
す
る
と
い
う
前
提
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
信
仰

の
自
由
も
無
制
限
で
は
な
く
、
一
定
の
枠
組
み
の
な
か
で
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
論
文
の
後
半
に
お
い
て
は
、
信
仰
の
自
由
に
関
す
る
興
味
深
い
事
例
を
取
り
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
か
を
紹
介

し
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
は
異
な
る
が
、
カ
ナ
ダ
社
会
へ
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
政
治
と
宗
教
、
あ
る
い
は
社
会
と
宗
教
と
い
う

点
で
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
重
要
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
多
文
化
社
会
へ
と
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
宗
教
的
な

独
自
性
は
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅱ　

日
曜
日
に
営
業
を
行
う
こ
と
の
是
非　

　

一
九
八
五
年
四
月
二
四
日
、
連
邦
最
高
裁
が
判
決
を
下
し
た
「
ビ
ッ
グ
Ｍ
薬
局
事
件
」
は
信
教
の
自
由
を
大
き
く
左
右
す
る
事
例

と
な
っ
た
。
憲
法
の
規
定
と
し
て
信
教
の
自
由
は
一
九
八
二
年
憲
法
に
て
明
文
化
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
日
曜
日
を
休
日
と
定
め
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た
連
邦
法
（
主
日
法
、Lordʼs D

ay A
ct

）
の
趣
旨
と
根
本
的
に
対
立
し
た
の
で
、
連
邦
最
高
裁
が
そ
の
是
非
を
論
じ
た
と
い
う
歴
史

的
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

英
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
や
慣
例
か
ら
影
響
を
受
け
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
も
連
邦
法
と
し
て
主
日
法
が
一
九
〇
六
年
に

制
定
さ
れ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
慣
例
に
従
え
ば
日
曜
日
は
休
日
で
あ
り
、
神
へ
の
感
謝
を
捧
げ
る
特
別
な
日
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
特
別
な
日
に
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
こ
と
は
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
れ
ば
避
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
日
曜
日
に
労
働
し
、
商
売
を
行
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
行
為
で
あ
り
、
違
反
す
れ
ば
刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
う
る
。

　

と
こ
ろ
が
カ
ナ
ダ
社
会
が
世
俗
化
す
る
に
つ
れ
て
、
日
曜
日
に
営
業
や
労
働
を
禁
止
す
る
こ
の
連
邦
法
の
是
非
に
つ
い
て
の
批
判

的
な
意
見
が
出
て
く
る
こ
と
は
当
然
の
流
れ
と
も
言
え
よ
う
。
一
九
八
二
年
五
月
三
〇
日
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
都
市
で
あ
る
カ
ル
ガ

リ
ー
市
に
お
い
て
、
ビ
ッ
グ
Ｍ
と
い
う
薬
局
店
が
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
店
し
て
営
業
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
主
日
法

の
第
４
条
に
違
反
す
る
と
さ
れ
、
刑
事
事
件
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
裁
判
所
に
て
審
議
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的

に
は
連
邦
最
高
裁
に
て
一
九
八
五
年
四
月
二
四
日
に
結
論
が
下
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
で
は
土
曜
日
を

休
日
と
す
る
も
の
（
ユ
ダ
ヤ
教
徒
）
や
金
曜
日
を
休
日
と
す
る
も
の
（
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
）
な
ど
多
様
で
あ
り
、
日
曜
日
を
一
律
に
休
日

と
規
定
し
、
ま
た
そ
の
規
定
違
反
が
刑
事
罰
の
対
象
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
抵
抗
が
強
く
な
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

連
邦
最
高
裁
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
主
日
法
は
従
業
員
に
休
日
を
保
障
す
る
と
い
う
世
俗
的
な
目
的
を
持
っ
て
き
た
と
す
る
が
、
日

曜
日
を
休
日
と
し
て
強
制
す
る
こ
と
は
信
仰
の
自
由
を
侵
す
こ
と
に
な
る
と
し
て
ビ
ッ
グ
Ｍ
を
無
罪
と
し
た）7
（

。
つ
ま
り
、
日
曜
日
以

外
を
休
日
と
し
て
い
る
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
信
仰
の
自
由
を
侵
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
富
井
幸
雄
に
よ
れ
ば
「
最
高
裁
は
、
国
家

が
宗
教
に
か
か
わ
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ
り
も
、
か
か
わ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
宗
教
の
信
者
の
自
由
を
侵
す
こ
と
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
を
違
憲
判
断
の
基
準
に
す
え
た）8
（

」
と
い
う
理
由
づ
け
に
な
る
。



43

カナダにおける信仰の自由のありかた
　

つ
い
で
翌
年
に
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
あ
る
法
律
に
関
し
て
異
な
る
憲
法
判
断
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
訴
訟
で
は
ビ
ッ
グ
Ｍ
薬
局
と
同

じ
よ
う
に
日
曜
日
に
営
業
を
し
た
ト
ロ
ン
ト
市
内
の
書
店
（
エ
ド
ワ
ー
ズ
書
店
、
開
店
し
た
の
は
一
八
八
三
年
三
月
六
日
）
を
含
む
四

つ
の
小
売
業
者
が
当
事
者
と
な
っ
た
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
も
連
邦
法
の
主
日
法
と
同
じ
よ
う
に
、
日
曜
日
に
営
業
を
禁
止
す
る
法
律

（
小
売
業
休
日
法
、Retail Business H

olidays A
ct

）
を
制
定
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
一
定
の
例
外
を
認
め
て
お
り
、
ガ
ソ
リ
ン
・
ス

タ
ン
ド
、
小
規
模
な
雑
貨
店
は
そ
こ
に
含
ま
れ
て
お
り
、
日
曜
日
の
営
業
や
開
店
が
許
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
土
曜
日
を
休
日
と
す
る

宗
派
（
ユ
ダ
ヤ
教
や
安
息
日
再
臨
派
）
に
よ
る
店
舗
な
ど
が
土
曜
日
に
休
業
し
て
い
れ
ば
、
日
曜
日
に
は
営
業
す
る
こ
と
が
可
能
と
い

う
例
外
を
認
め
て
い
た
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
連
邦
最
高
裁
の
判
決
は
オ
ン
タ
リ
オ
の
州
法
は
憲
法
違
反
に
あ
た
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
に
な
っ
た）9
（

。
日
曜
日

に
営
業
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
点
で
は
主
日
法
と
小
売
業
休
日
法
は
同
じ
に
な
る
が
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
法
に
は
宗
教
的
意
味
合
い
は

な
く
、
単
純
に
従
業
員
に
休
日
を
与
え
る
だ
け
の
「
世
俗
的
意
味
」
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
で
一
九
八
二
年
憲
法
の
第
２
条
ａ
に
違

反
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

Ⅲ　

教
育
と
宗
教
︱
︱
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
け
る
宗
派
教
育

　

１　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　

Ｂ
Ｎ
Ａ
法
の
第
93
条
は
オ
ン
タ
リ
オ
と
ケ
ベ
ッ
ク
と
い
う
二
つ
の
有
力
な
州
に
お
い
て
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
を
守
る
、

と
い
う
観
点
か
ら
教
会
勢
力
が
教
育
を
担
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
決
め
を
ま
と
め
た
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
93
条
に
お
い
て
、

教
育
に
関
す
る
権
限
は
州
政
府
に
独
占
的
に
認
め
ら
れ
た
が
、
一
定
の
制
約
を
つ
け
て
い
た
。
つ
ま
り
オ
ン
タ
リ
オ
で
は
英
語
系
で

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
多
数
派
を
構
成
し
、
他
方
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
仏
語
系
の
カ
ト
リ
ッ
ク
が
多
数
派
を
構
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
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連
邦
結
成
当
時
、
オ
ン
タ
リ
オ
に
は
仏
語
系
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
は
英
語
系
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
が
少
数
派
と

し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
教
会
勢
力
が
教
育
を
担
当
し
て
い
た
。
か
り
に
州
政
府
が
教
育
に
つ
い
て
排
他
的
な
権
限
を
行
使

す
れ
ば
、
少
数
派
の
存
在
を
無
視
し
、
軽
視
す
る
よ
う
な
政
策
を
取
り
う
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
オ
ン
タ
リ
オ
に
お
い
て

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
児
童･

生
徒
の
教
育
が
損
な
わ
れ
、
他
方
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
児
童･

生
徒
の
教
育
が
損
な

わ
れ
る
、
と
い
う
危
険
性
で
あ
る
。
連
邦
結
成
の
際
、
こ
の
点
に
注
目
し
、
安
全
策
が
用
意
さ
れ
、
そ
れ
が
第
93
条
に
盛
り
込
ま
れ

た
の
で
あ
る）（（
（

。

　

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
オ
ン
タ
リ
オ
と
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
第
93
条
の
規
定
が
守
ら
れ
、
二
つ
の
集
団
の
平
和
的
共
存
が
長
く
続
く
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
一
八
七
〇
年
に
連
邦
に
加
入
し
た
マ
ニ
ト
バ
州
に
お
い
て
は
、
当
初
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
（
英
語
系
）
と
カ
ト

リ
ッ
ク
系
（
仏
語
系
）
と
い
う
二
つ
の
集
団
が
共
存
し
、
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
第
93
条
に
該
当
す
る
よ
う
な
州
憲
法
（
マ
ニ
ト
バ
法
第
22
条
）

が
制
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に
、
マ
ニ
ト
バ
で
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
教
育

が
制
度
的
に
も
保
障
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
末
に
な
る
と
英
語
系
住
民
が
多
く
マ
ニ
ト
バ
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、

二
つ
の
集
団
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
、
英
語
系
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
を
主
体
と
す
る
州
に
転
換
し
た
。
こ
の
結
果
、
マ
ニ
ト
バ
に
お

い
て
は
宗
派
教
育
に
批
判
的
な
英
語
系
住
民
の
発
言
力
が
強
く
な
り
、
一
八
九
〇
年
に
は
宗
派
教
育
が
廃
止
さ
れ
た
。
西
部
の
ミ

ニ
・
ケ
ベ
ッ
ク
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
マ
ニ
ト
バ
は
短
期
間
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
・
英
語
系
中
心
の
州
へ
と
転
換
を
遂
げ
た）（（
（

。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
に
お
け
る
教
育
制
度
に
つ
い
て
興
味
深
い
動
き
が
進
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｂ
Ｎ
Ａ
法

第
93
条
の
関
連
か
ら
宗
派
教
育
を
研
究
し
た
リ
ン
ダ
・
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
世
俗
化
や
非
白
人
の
移
民
受
け
入
れ
な
ど
に
よ
り
、

州
に
よ
り
二
つ
の
異
な
る
方
向
を
目
指
し
た
改
革
が
進
展
し
て
き
た
と
い
う）（（
（

。
ま
ず
一
つ
は
宗
教
団
体
な
ど
が
設
立
し
た
私
立
学
校

へ
の
公
費
補
助
（
私
学
助
成
）
の
開
始
で
あ
る
。
例
え
ば
西
海
岸
の
Ｂ
Ｃ
州
で
も
移
民
が
多
く
な
り
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
児
童･

生
徒
が
増
加
し
て
き
た
。
し
か
し
オ
ン
タ
リ
オ
や
ケ
ベ
ッ
ク
の
よ
う
に
宗
派
教
育
を
公
的
に
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
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め
、
Ｂ
Ｃ
州
政
府
は
民
族･

宗
派
学
校
へ
の
公
的
な
補
助
金
を
一
九
九
七
年
か
ら
交
付
す
る
と
い
う
方
法
で
対
応
し
た
。
ま
た
他
の

平
原
州
カ
ナ
ダ
で
も
同
じ
よ
う
な
措
置
を
と
っ
て
き
た
（
ア
ル
バ
ー
タ
で
は
一
九
六
七
年
、
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
で
は
一
九
八
〇
年
、
マ
ニ

ト
バ
で
は
一
九
八
一
年
）。
た
だ
し
、
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
州
が
定
め
た
教
育
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
宗
派
学
校
が
受
け
入
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る）（（
（

。

　

も
う
一
つ
の
方
向
は
憲
法
上
、
保
障
さ
れ
て
き
た
公
的
な
宗
派
教
育
を
廃
止
し
て
、
無
宗
教
の
教
育
制
度
へ
と
転
換
す
る
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
東
部
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
州
で
は
一
九
四
九
年
の
連
邦
加
入
以
来
、
州
の
連
邦
加
入
を
定
め
た
加
入
条
約

の
第
17
条
が
宗
派
教
育
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
の
各
宗
派
が
自
治
体
や
州
政
府
に
代
わ
り
児
童･

生
徒
の
教
育

を
担
当
す
る
、
と
い
う
独
自
な
教
育
制
度
を
運
用
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
宗
派
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
（
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
な
ど
）、

救
世
軍
、
安
息
日
再
臨
派
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
あ
り
、
各
自
が
教
育
を
提
供
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
派
が
憲
法
改
正
に

よ
り
、
一
九
八
七
年
に
は
こ
の
制
度
に
新
規
加
入
し
、
宗
派
教
育
の
主
体
は
こ
れ
ま
で
の
四
つ
か
ら
五
つ
へ
と
増
加
し
た
。
こ
う
し

て
宗
派
別
の
学
校
制
度
は
長
く
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、
教
育
の
質
や
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、
そ
し
て
宗
派
に
よ
り
教
育
内
容
が
不

統
一
な
た
め
、
州
全
体
で
統
一
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
宗
派
教
育
を
全
廃
す
る
と
い
う
大
き
な
転
換
を

行
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
教
会
に
代
わ
り
、
無
宗
教
の
公
的
な
教
育
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
一
九
九
七
年
九
月

に
実
施
さ
れ
た
州
民
投
票
で
は
州
民
の
賛
成
を
得
て
、
一
九
九
八
年
に
は
連
邦
加
入
条
約
第
17
条
で
規
定
し
た
宗
派
教
育
が
全
廃
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。

　

さ
ら
に
宗
派
教
育
の
元
祖
に
な
る
べ
き
ケ
ベ
ッ
ク
で
も
こ
れ
を
廃
止
す
る
大
き
な
転
換
を
一
九
九
八
年
に
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
宗

派
別
の
学
校
制
度
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
と
カ
ト
リ
ッ
ク
系
）
に
加
え
歴
史
的
に
維
持
し
て
き
た
言
語
別
の
学
校
制
度
を
維
持
す
る
コ

ス
ト
や
複
雑
さ
を
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
を
全
面
的
に
修
正
し
た
。
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
校
に
は
宗
教
は
同
じ
で
も
言

語
面
で
は
異
な
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
児
童
・
生
徒
の
存
在
が
示
す
よ
う
に
、
英
語
を
母
語
と
す
る
生
徒
も
お
り
、
仏
語
系
の
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学
校
に
加
え
、
英
語
系
の
学
校
を
維
持
す
る
必
要
性
が
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
憲
法
改
正
を
行
い
（
第
93
条

は
「
ケ
ベ
ッ
ク
に
は
適
用
し
な
い
」
と
い
う
第
93
Ａ
条
を
新
し
く
制
定
）、
宗
派
教
育
を
廃
止
し
、
言
語
別
の
学
校
制
度
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る）（（
（

。
他
方
、
第
93
条
が
こ
れ
ま
で
通
り
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
は
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

　

２　

オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
け
る
一
九
八
〇
年
代
の
動
き

　

そ
れ
で
は
移
民
を
多
く
受
け
入
れ
て
き
た
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
宗
教
と

教
育
、
そ
し
て
政
治
が
複
雑
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
二
つ
の
動
き
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
オ
ン
タ
リ
オ

州
で
は
連
邦
結
成
以
来
、
公
立
学
校
（Public School

）
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
運
営
す
る
が
公
費
に
お
い
て
維
持
す
る
と
い
う

「
分
離
学
校
」（Separate School
）
と
い
う
制
度
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
分
離
学
校
は
実
質
的
に
は
私
立
学
校
で
あ
る
が
、
そ
の
費

用
を
公
的
に
負
担
す
る
と
い
う
意
味
で
は
い
わ
ゆ
る
公
立
校
に
準
ず
る
学
校
で
あ
る
。
ま
た
分
離
学
校
も
州
が
定
め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
守
る
必
要
が
あ
り
、
教
育
内
容
も
あ
る
程
度
、
均
一
化
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
公
立
学
校
と
分
離
学
校
に
お
い
て
は
、
と
も
に
宗
教
を
教
育
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
む
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
宗
教
と
ま
っ
た
く
無
関
係
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
本
来
、
無
宗
教
と
思
わ
れ
る
公
立
学
校
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
系
の
児
童
や
生
徒
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
親
や
教
育
委
員
会
な
ど
も
事
実
上
の
宗
教
教
育
を
認
め
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
具
体
的
に
は
教
室
に
お
い
て
、
授
業
の
開
始
時
と
終
了
時
に
は
聖
書
の
一
部
を
朗
読
し
た
り
、
祈
り
を
捧
げ
た
り
し
た
。
ま

た
聖
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
が
児
童
・
生
徒
に
は
求
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
児
童
・
生
徒
が
い
た
場
合
に
は
、

そ
う
し
た
こ
と
は
免
除
さ
れ
、
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る）（（
（

。

　

し
か
し
、
公
立
校
に
お
い
て
は
正
規
の
授
業
の
一
部
と
し
て
こ
う
し
た
宗
教
的
な
意
味
を
持
つ
課
程
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
キ

リ
ス
ト
教
（
実
際
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
）
の
特
別
な
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
政
教
分
離
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
や
や
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不
自
然
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
一
九
八
二
年
憲
法
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
国
民
の
権
利
を
明
文
化
す
る
規
定
が
生
ま
れ
、
ま
た
信
教
の

自
由
も
第
２
条
ａ
に
お
い
て
確
定
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
優
位
の
公
立
学
校
制
度
に
批
判
的
な
親
た
ち
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
廃
止
す
る
よ
う
に
批
判
の
声
を
上
げ
、
州
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
初
の
判
決
（
州
の
控
訴
裁
判
所
、
州
レ
ベ
ル
で
は
最
高
裁
に
該
当
す
る
）
と
な
る
の
が
一
九
八
八
年
九
月
に
出
て
、
宗
教
教
育
を

定
め
て
い
る
州
の
教
育
法
の
規
定
が
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
信
仰
の
自
由
を
侵
し
て
い
る
と
い
う
判
決
を
下
し
た
。
つ
い
で
一
九
九
〇

年
一
月
に
は
州
政
府
に
は
さ
ら
に
厳
し
い
判
決
が
州
控
訴
裁
判
所
か
ら
下
さ
れ
た
。
一
九
八
八
年
の
判
決
で
は
、
公
立
校
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
的
な
行
為
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
の
判
決
で
は
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
的
な
行
為
を
求
め
る
も
の
（
信
仰
）
を
取
り
除
く
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
複
数
の
宗
教
が
存
在
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
を
正
規
に
教
え
、
そ
の
信
仰
を
求
め
る
こ
と
は
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
信
仰
の
自
由
を
侵
し
て

い
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
た
だ
し
、
宗
教
に
つ
い
て
の
授
業
や
講
義
（
主
に
学
習
）
は
許
さ
れ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を

強
要
す
る
よ
う
な
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
、
と
い
う
判
決
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
州
政
府
は
教
育
法
の
一
部
を
改
正
し
、
一
九
九

一
年
一
月
か
ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
立
校
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
結
び
つ
い
た
教
育
内

容
が
消
え
た
こ
と
に
な
っ
た
。
特
定
の
宗
教
に
結
び
つ
い
た
行
為
（
信
仰
）
は
禁
止
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
「
宗
教
学
」
を
児
童
・

生
徒
に
教
え
る
と
い
う
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た）（（
（

。

　

他
方
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
歴
史
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
向
け
の
分
離
学
校
が
さ
ら
に
改
善
さ
れ
る
と
い
う
機

会
が
生
ま
れ
た
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
通
し
て
一
学
年
か
ら
一
三
学
年
と
い
う
制
度
に
な
っ
て
い
た
。
公
立

校
で
は
こ
れ
ま
で
一
三
年
間
の
学
習
課
程
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
分
離
学
校
で
は
予
算
の
制
約
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
実
際
の
と
こ
ろ
、
一
学
年
か
ら
一
〇
学
年
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
生
徒
は
一
〇
年
間
の
課

程
を
終
え
る
と
、（
分
離
学
校
制
度
以
外
の
）
私
立
高
校
か
公
立
高
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
大
学
進
学
を
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予
定
し
て
い
れ
ば
、
分
離
学
校
を
離
れ
て
新
し
く
別
の
ル
ー
ト
で
追
加
の
高
等
教
育
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
長
年
、
こ
う

し
た
分
離
学
校
の
不
完
全
な
制
度
は
放
置
さ
れ
、
黙
認
さ
れ
る
、
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
四
年
六
月
、
当
時
の
保
守
党
政
権
の
実
力
者
で
教
育
問
題
に
も
通
じ
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ
ー
ビ
ス
州
首
相
が
、
こ
れ

ま
で
分
離
学
校
に
欠
け
て
い
た
一
一
学
年
か
ら
一
三
学
年
ま
で
を
新
設
す
る
と
い
う
提
案
（
三
〇
号
法
案
）
を
行
っ
た
。
オ
ン
タ
リ

オ
の
保
守
党
は
比
較
的
リ
ベ
ラ
ル
な
色
彩
を
持
つ
保
守
政
党
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
デ
ー
ビ
ス
州
首
相
も
自
ら
の
引
退
を
想
定

し
て
か
、
大
胆
な
提
案
を
突
然
に
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者
は
こ
れ
を
歓
迎
し
た
が
、
他
方
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
の
州
民
や
関
係
者
か
ら
は
反
対
の
声
が
上
が
っ
た）（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
カ
ナ
ダ
の
司
法
制
度
に
お
い
て
は
「
参
照
制
度
」（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、Reference

）
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
が
存
在
し

て
い
る
。
こ
れ
は
特
定
の
事
件
に
関
す
る
判
断
を
裁
判
所
に
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
新
し
く
制
定
し
よ
う
と
す
る
法
律
や
政
策
の

是
非
を
裁
判
所
に
判
断
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
三
〇
号
法
案
の
よ
う
に
、
特
定
の
政
策
案
に
よ
り
関
係
者
の
誰
か
が

実
際
に
被
害
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
提
案
さ
れ
た
政
策
案
が
適
切
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
合
憲
か
ど
う
か
を
判

断
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
よ
り
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
裁
判
所
の
判
断
は
あ
く
ま
で
も
意
見
で

あ
っ
て
当
事
者
を
縛
る
拘
束
力
を
持
っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
勧
告
的
な
意
見
に
止
ま
る
。

　

三
〇
号
法
案
に
つ
い
て
は
、
さ
っ
そ
く
州
裁
判
所
に
お
い
て
参
照
事
件
と
し
て
検
討
さ
れ
、
一
九
八
六
年
二
月
に
は
州
控
訴
裁
判

所
か
ら
判
決
が
下
さ
れ
た
。
つ
い
で
連
邦
最
高
裁
で
も
同
じ
よ
う
に
参
照
事
件
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
八
七
年
六

月
二
五
日
に
は
州
控
訴
裁
判
所
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
を
認
め
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
長
く
放
置
さ
れ
た
分
離
学
校
の
問
題
が
こ
れ

で
解
決
さ
れ
、
約
一
二
〇
年
前
の
合
意
が
よ
う
や
く
改
善
さ
れ
、
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
司
法
判
断
と
平
行
し
て
オ
ン
タ
リ

オ
州
政
府
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
分
離
学
校
制
度
に
お
い
て
高
校
レ
ベ
ル
の
学
年
を
新
設
す
る
作
業
を
一
九
八
五
年
度
か
ら
進
め

（
一
一
学
年
の
新
設
）、
翌
年
に
は
一
二
学
年
の
新
設
、
そ
し
て
最
後
と
な
る
一
九
八
七
年
度
に
は
一
三
学
年
を
新
設
し
た
。
こ
う
し
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て
州
内
世
論
を
分
断
さ
せ
た
問
題
に
は
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た
。

　

な
お
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
二
〇
〇
三
年
度
以
降
、
最
終
学
年
に
あ
た
る
第
一
三
学
年
を
廃
止
し
、
他
の
州
と
同
じ
よ
う
に
初
等
・

中
等
（
高
校
も
含
む
場
合
も
あ
る
）
教
育
の
年
限
に
つ
い
て
は
、
一
二
年
間
と
す
る
制
度
へ
変
更
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
学
入
学
に
関

し
て
（
他
の
州
と
異
な
り
）
一
年
間
の
追
加
の
学
習
を
求
め
る
と
い
う
オ
ン
タ
リ
オ
州
独
自
の
教
育
課
程
を
こ
れ
に
よ
り
廃
止
し
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

３　

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
動
き
―
―
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
の
挑
戦

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
公
立
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
優
位
の
教
育
課
程
が
修
正
さ
れ
、
本
来
の
無
宗
教
と
い
う
方
向
へ
と

転
換
し
た
。
他
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
分
離
学
校
に
お
い
て
、
高
等
教
育
に
該
当
す
る
一
一
学
年
か
ら
一
三
学
年
が
欠
落
す
る
と
い

う
大
き
な
問
題
も
デ
ー
ビ
ス
州
首
相
の
提
案
、
お
よ
び
裁
判
所
に
よ
る
二
つ
の
参
照
判
決
に
よ
り
支
持
と
確
認
を
受
け
て
、
改
善
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
の
教
育
制
度
か
ら
こ
れ
ま
で
無
視
さ
れ
て
き
た
非
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
児
童
・
生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
い
て
民
族
や
宗
教
、
そ
し
て
移
民
の
多
様
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
親
た
ち
に
は
二
つ
の
選
択
が
可
能
で
あ
っ

た
。
一
つ
は
公
立
学
校
に
子
供
を
入
れ
て
自
分
た
ち
の
宗
教
的
な
独
自
性
を
求
め
な
い
方
法
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自

前
の
民
族
学
校
や
宗
派
学
校
を
設
立
し
て
、
子
供
た
ち
に
独
自
な
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
保
持
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
く
の
民
族
・
宗
教
集
団
の
な
か
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
は
憲
法
の
規
定
で
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校
は
公
費
で
運
営
さ
れ

る
が
、
そ
の
他
の
民
族
・
宗
教
集
団
に
は
公
費
の
補
助
が
な
い
、
と
い
う
「
不
均
衡
」
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
同
じ
キ
リ

ス
ト
教
徒
で
も
宗
派
が
違
う
（
例
え
ば
救
世
軍
）
こ
と
で
、
公
費
補
助
は
な
く
、
他
の
移
民
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
親
の
負
担
（
あ
る

い
は
教
会
の
負
担
）
に
よ
り
学
校
を
維
持
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
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あ
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
学
校
は
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
た）（（
（

。
二
〇
〇
七
年

に
は
全
体
で
二
二
〇
万
名
の
児
童
・
生
徒
（
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
）
が
お
り
、
九
五
％
（
二
〇
九
万
名
）
は
公
的
に
財
政
支
援
を
受

け
る
学
校
に
通
学
し
、
他
方
、
私
立
・
宗
教
学
校
に
通
う
生
徒
は
残
り
の
五
％
（
一
一
万
名
）
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
公
立
系
の
学

校
に
て
学
ぶ
児
童
・
生
徒
の
う
ち
、
六
四
・
八
万
名
（
全
体
の
な
か
で
は
二
九
・
五
％
）
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
宗
派
学
校
へ
、
そ
し
て

残
り
一
四
四
・
二
万
名
（
全
体
の
な
か
で
は
六
五
・
五
％
）
は
無
宗
教
の
公
立
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
。
他
方
、
公
的
支
援
を
受
け
な

い
児
童
・
生
徒
の
う
ち
、
四
・
四
万
名
（
二
％
）
は
イ
ス
ラ
ム
や
ユ
ダ
ヤ
教
な
ど
の
宗
派
が
運
営
す
る
学
校
へ
通
い
、
残
り
の
六
・

六
万
名
（
三
％
）
は
無
宗
教
の
私
立
学
校
へ
通
っ
て
い
た
と
い
う
。
全
体
の
な
か
で
見
れ
ば
、（
二
％
に
該
当
す
る
）
イ
ス
ラ
ム
教
徒

や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
親
た
ち
は
、
高
い
学
費
を
負
担
し
て
い
る
の
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
児
童
・
生
徒
は
公
的
な
財
政
支
援
を
受

け
て
お
り
、
こ
こ
に
不
公
平
と
い
う
不
満
が
出
て
く
る
理
由
が
見
い
出
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
ユ
ダ
ヤ
系
や
イ
ス
ラ
ム
系
の
親
た
ち
に
も
自
分
た
ち
の
学
校
へ
公
費
補
助
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
動
き
が
一
九
九

〇
年
代
以
降
、
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
親
た
ち
の
訴
え
は
連
邦
最
高
裁
に
も
届
き
、
一
九
九
六
年
一
一
月
二
一
日
に
ア
ド

ラ
ー
判
決
と
し
て
結
末
を
迎
え
た）（（
（

。
こ
の
事
件
で
は
信
仰
の
自
由
を
保
障
し
た
カ
ナ
ダ
一
九
八
二
年
憲
法
第
２
条
ａ
の
規
定
に
加
え
、

法
の
下
の
平
等
を
保
障
し
た
一
九
八
二
年
憲
法
の
第
15
条
１
項
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
さ
ら
に
一
九
八
二
年
憲
法
の
第

29
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る）（（
（

。

　
　
「
本
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
宗
教
学
校
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
学
校
又
は
非
国
教
徒
系
学
校

　
　

に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
憲
章
が
保
障
す
る
権
利
又
は
特
権
を
廃
止
又
は
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
」

　

つ
ま
り
第
29
条
に
従
え
ば
、
宗
派
教
育
を
規
定
し
た
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
の
第
93
条
の
規
定
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
い
て
も
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影
響
を
受
け
な
い
（
現
状
維
持
す
る
）
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

争
点
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
は
州
の
教
育
法
が
定
め
た
学
校
や
教
育
委
員
会
は
限
定
的
で
ユ
ダ
ヤ
教

徒
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
信
教
の
自
由
や
平
等
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
障
害
の
あ
る
児
童
へ
の
公
的
補
助
が
特
定
の

宗
派
学
校
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
是
非
と
な
ろ
う
。
連
邦
最
高
裁
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
第
93
条
は
連
邦
を
結
成
す
る
際
の
重
要

な
妥
協
で
あ
り
、
こ
の
妥
協
に
よ
る
効
果
（
あ
る
い
は
便
益
）
は
当
時
の
関
係
者
で
あ
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
と
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
第
93
条
を
当
時
の
利
害
関
係
者
で
は
な
い
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
つ
い
で
第
二
の
争
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
第
29
条
に
よ
り
、

Ｂ
Ｎ
Ａ
法
第
93
条
の
規
定
は
保
護
さ
れ
て
お
り
、
宗
派
学
校
が
持
つ
権
利
（
公
費
補
助
）
を
維
持
出
来
る
と
し
た
。
憲
法
上
の
議
論

か
ら
す
れ
ば
、
公
的
な
宗
派
教
育
と
い
う
権
利
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
で
言
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
だ
け
認
め
ら
れ
る
も
の
、
と
い
う

判
決
に
な
る
。
な
お
州
レ
ベ
ル
で
は
一
九
九
七
年
に
バ
ル
判
決
（Bal v. O

ntario

）
が
出
て
お
り
、
連
邦
最
高
裁
と
同
じ
よ
う
な
判

断
を
下
し
て
い
る
。

　

保
守
党
の
州
政
権
は
私
立
学
校
や
非
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
学
校
へ
の
公
費
補
助
に
つ
い
て
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
別
の
方
法
を
二

〇
〇
〇
年
に
提
案
し
た
。
こ
れ
は
公
費
補
助
で
は
な
く
、
私
立
・
宗
教
学
校
の
授
業
料
を
負
担
し
て
い
る
親
へ
の
税
控
除
と
い
う
方

法
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
授
業
料
の
半
額
ま
で
（
た
だ
し
上
限
は
三
五
〇
〇
ド
ル
、
年
間
七
〇
〇
ド
ル
×
五

年
）
と
い
う
も
の
で
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
親
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
た
。
し
か
し
、
公
立
学
校
の
支
持
者
た
ち
か
ら
は
公
立
校
へ
の
通

学
者
が
減
り
、
公
立
学
校
へ
の
財
政
的
な
補
助
も
減
少
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
批
判
的
な
声
が
上
が
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
の
州
選
挙

に
お
い
て
保
守
党
が
敗
北
し
、
税
控
除
方
式
に
批
判
的
な
自
由
党
が
政
権
の
座
に
つ
く
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
こ
の
提
案
を
撤
回
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
由
党
に
よ
る
新
政
府
は
新
た
な
方
策
を
模
索
す
る
よ
り
は
、
現
状
維
持
を
選
択
し
た
の
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
以
外
の
民
族
・
宗
教
団
体
へ
の
公
的
教
育
補
助
に
つ
い
て
は
、
ア
ド
ラ
ー
判
決
で
結
果
を
見
た
は
ず
で
あ
っ
た
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が
、
二
〇
〇
七
年
の
州
選
挙
の
際
、
こ
れ
が
大
き
な
争
点
と
し
て
再
び
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
野
党
の
保
守
党
党
首
（
ジ
ョ
ン･

ト
ー
リ
ー
）
が
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
民
族･

宗
教
学
校
に
も
公
費
補
助
を
拡
大
し
て
い
く
、
と
い
う
公
約
を
こ
の
年
夏
に
行
わ
れ
た

州
の
総
選
挙
に
お
い
て
突
然
、
表
明
し
た
た
め
で
あ
る）（（
（

。
オ
ン
タ
リ
オ
の
保
守
党
は
歴
史
的
に
は
穏
健
な
思
想
や
政
策
で
知
ら
れ
て

お
り
、
ト
ー
リ
ー
も
こ
の
伝
統
的
な
路
線
を
新
し
い
政
策
で
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
ー
リ
ー
よ
り
前
の
保

守
党
政
権
（
マ
イ
ク
・
ハ
リ
ス
州
首
相
）
は
実
務
能
力
に
は
富
ん
で
い
た
が
、
極
端
な
保
守
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政
策
を
展
開

し
、
穏
健
な
有
権
者
の
反
発
や
批
判
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ト
ー
リ
ー
党
首
の
提
案
は
右
傾
化
し
た
保
守
党
を
少
し
左
へ
戻
す

意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
ト
ー
リ
ー
の
提
案
が
唐
突
で
あ
っ
た
た
め
、
有
権
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
少
な
く
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
後
半
に

は
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
す
る
と
い
う
尻
つ
ぼ
み
に
終
わ
っ
た）（（
（

。
世
論
調
査
で
も
七
割
を
超
え
る
有
権
者
は
ト
ー
リ
ー
の
提
案
に
は
批
判
的

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
総
選
挙
で
は
ト
ー
リ
ー
自
身
も
落
選
し
、
当
時
の
与
党
（
自
由
党
）
の
勝
利
と
保
守
党
の
敗
北
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。
す
で
に
連
邦
最
高
裁
の
ア
ド
ラ
ー
判
決
に
よ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校
以
外
の
民
族･

宗
教
学
校
に
対
し
て
州
政

府
は
公
的
支
援
を
行
う
義
務
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
新
し
い
意
思
決
定
（
ト
ー
リ
ー
の
保
守
党
が
州
議
会
で
過
半
数
を
占
め
、

政
権
の
座
に
つ
く
）
が
か
り
に
生
ま
れ
れ
ば
、
こ
れ
が
変
化
す
る
可
能
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
オ
ン
タ
リ
オ
の
有
権
者

は
こ
れ
を
否
定
し
、
宗
派
学
校
へ
の
公
費
負
担
は
こ
れ
ま
で
通
り
カ
ト
リ
ッ
ク
系
に
限
る
と
い
う
意
志
を
明
確
に
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

Ⅳ　

特
定
の
民
族･

宗
教
集
団
の
慣
習
を
公
的
に
認
知
す
る
こ
と
の
是
非

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
穏
健
な
社
会
主
義
政
党
で
あ
る
新
民
主
党
（
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
が
一
九
九
〇
年
に
は
じ
め
て
政
権
を
握
り
、
さ
ま
ざ



53

カナダにおける信仰の自由のありかた

ま
な
政
策
展
開
を
行
っ
た
。
そ
の
な
か
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
九
一
年
に
調
停
法
（
あ
る
い
は
仲
裁
法
、A

rbitration A
ct

）
の
制
定

を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
カ
ナ
ダ
法
統
一
協
会
（U

niform
 Law

 Conference of Canada

）
と
い
う
専
門
機
関
が
す
で
に

提
案
し
て
い
た
も
の
で
、
宗
派
ご
と
・
民
族
集
団
ご
と
に
異
な
る
民
事
問
題
の
解
決
方
法
を
公
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
認
め
て
い
く
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
刑
事
事
件
は
連
邦
政
府
の
権
限
で
あ
り
州
政
府
に
と
り
対
象
外
だ
が
、
オ
ン
タ
リ
オ
の
調
停
法
に
よ
れ
ば
、

離
婚
や
離
婚
後
の
子
供
の
養
育
権
、
そ
し
て
離
婚
に
伴
う
財
産
分
割
な
ど
を
特
定
の
集
団
が
持
つ
ル
ー
ル
に
従
い
個
別
に
決
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
は
そ
う
し
た
慣
例
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
調
停
法
に
よ
り
、
裁
判
に

か
け
る
こ
と
な
く
、
当
事
者
間
の
話
し
合
い
で
解
決
を
図
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
か
り
に
当
事
者
間
の
調
停
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
場
合
に
は
通
常
の
裁
判
所
に
訴
え
て
解
決
を
図
る
こ
と
も
出
来
る
と
い
う）（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
あ
る
人
物
が
「
イ
ス
ラ
ム
民
法
研
究
所
」（Islam

ic Institute of Civil Justice

）
の
設
立
を
提

案
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
離
婚
や
財
産
分
割
に
つ
い
て
は
「
シ
ャ
ー
リ
ア
法
」
を
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
も
適
用
し
た
い
と
い
う
提
案
を

行
っ
た
。
一
般
的
に
は
シ
ャ
ー
リ
ア
法
で
は
女
性
よ
り
も
男
性
に
有
利
な
裁
定
ル
ー
ル
が
あ
る
と
さ
れ
、
男
女
平
等
と
い
う
カ
ナ
ダ

に
お
け
る
法
原
則
と
一
致
し
な
い
と
い
う
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
女
性
団
体
や
イ
ス
ラ
ム
系
の
女
性
団
体
か
ら
も
オ
ン
タ
リ

オ
州
に
お
い
て
シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
強
い
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
カ
ナ
ダ
国
内
に
止
ま
ら
ず
、
西
欧
諸
国
で

も
こ
の
動
き
に
対
す
る
批
判
的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
き
た）（（
（

。

　

こ
う
し
た
批
判
的
な
意
見
を
受
け
て
、
州
政
府
（
自
由
党
政
権
）
は
前
Ｎ
Ｄ
Ｐ
政
権
の
法
務
大
臣
で
法
律
家
の
マ
リ
オ
ン
・
ボ
イ

ド
に
シ
ャ
ー
リ
ア
法
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
彼
女
は
多
く
の
団
体
や
関
係
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
調
査
報
告
書
を
提
出
し
た
。
ボ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
民
事
関
係
の
仲
裁
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

行
わ
れ
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
ま
た
シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
適
用
し
て
も
必
ず
し
も
女
性
に
不
利
に
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
い
わ
ば

シ
ャ
ー
リ
ア
法
に
よ
る
調
停
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
と
言
え
よ
う）（（
（

。
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し
か
し
、
州
内
、
あ
る
い
は
国
内
に
お
け
る
論
争
は
終
わ
る
様
子
が
な
く
、
こ
れ
を
見
て
州
首
相
の
Ｄ
・
マ
ク
ギ
ガ
ン
テ
ィ
は

「
オ
ン
タ
リ
オ
で
は
シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
認
め
な
い
」
と
い
う
声
明
を
二
〇
〇
五
年
九
月
に
出
し
、
こ
の
論
争
は
と
り
あ
え
ず
終
了
す

る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
他
方
、
海
を
越
え
て
イ
ギ
リ
ス
で
も
同
じ
よ
う
な
論
争
が
二
〇
〇
八
年
二
月
に
発
生
し
て
い
る
。
事
件
の
始
ま

り
は
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
幹
部
で
も
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
認
め
て
は
ど
う
か
と
い
う

講
演
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
（
講
演
は
二
〇
〇
八
年
二
月
七
日
）。
イ
ギ
リ
ス
も
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
移
民
が
増
加
し
、
特
に

イ
ス
ラ
ム
系
住
民
の
増
大
が
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
き
た
。
カ
ナ
ダ
と
同
じ
よ
う
に
多
元
化
・
多
民
族
化
す
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
考

え
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
た
め
に
シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
認
め
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
大
司
教
の
発
言
は
さ
ほ
ど
非
常
識
な
発
言
と
は

思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
ブ
ラ
ウ
ン
首
相
を
含
め
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
は
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
人
た
ち
は
大
司
教
の
発
言
に
は
（
寝

た
子
を
起
こ
す
よ
う
な
提
案
の
た
め
）
批
判
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）（（
（

。

　

離
婚
や
子
供
の
養
育
権
な
ど
に
つ
い
て
、
民
族･

宗
教
団
体
ご
と
に
独
自
な
慣
習
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
尊
重
す
る
と
い
う
の
が
こ
の

問
題
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
カ
ナ
ダ
人
に
と
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
や
ユ
ダ
ヤ
系
の
慣
習
は
あ
る
程
度
、
容
認
す
る
こ
と
が

出
来
た
と
し
て
も
、
イ
ス
ラ
ム
系
の
慣
習
に
は
拒
否
感
な
い
し
は
嫌
悪
感
が
強
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
自
由
党
政
権
は
次
の
よ
う
な
方
法
で
シ
ャ
ー
リ
ア
論
争
に
決
着
を
つ
け
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
五
日
、
州
政

府
は
声
明
を
発
表
し
、
調
停
法
に
代
わ
る
新
し
い
法
律
を
制
定
す
る
と
し
た
。
調
停
法
で
認
め
た
宗
教
関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
事
前

調
整
を
禁
止
し
、
宗
教
的
な
慣
例
に
は
拠
ら
な
い
で
離
婚
、
財
産
分
与
、
そ
し
て
子
供
の
養
育
権
な
ど
に
つ
い
て
決
め
る
こ
と
に
し

た
。
非
公
式
に
宗
教
指
導
者
に
相
談
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
相
談
に
止
ま
り
、
法
的
な
効
果

を
持
た
な
い
、
と
い
う
の
が
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
加
え
て
女
性
（
移
民
や
永
住
権
を
持
ち
、
定
住
し
て
い
る
が
カ
ナ
ダ
の
事
情

や
法
制
度
に
つ
い
て
は
理
解
に
乏
し
い
女
性
が
中
心
）
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
う
と
し
た）（（
（

。
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Ｖ　

教
育
の
現
場
に
お
い
て
シ
ー
ク
教
徒
の
信
教
の
自
由
は
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
か

　

１　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　

シ
ー
ク
教
徒
は
二
〇
世
紀
の
初
頭
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
の
移
民
が
始
ま
り
、
二
〇
〇
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
カ
ナ
ダ
全
体
の
う
ち
、

二
％
ほ
ど
を
占
め
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
と
し
て
は
西
海
岸
の
Ｂ
Ｃ
州
に
多
く
定
住
し
て
お
り
、
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
は
そ
の

中
心
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
郊
外
に
は
シ
ー
ク
教
の
テ
ン
プ
ル
が
多
く
建
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
独
自
な
個

性
は
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
人
数
は
少
な
い
が
シ
ー
ク
教
の
国
会
議
員
も
選
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
の
政
治
的
発
言
力
を
確
保
し

つ
つ
あ
る
。

　

他
方
、
イ
ン
ド
本
国
で
は
シ
ー
ク
教
徒
と
イ
ン
ド
政
府
の
関
係
が
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
に
は
シ
ー
ク
教
の
聖

地
た
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
テ
ン
プ
ル
が
イ
ン
ド
軍
兵
士
に
よ
り
襲
撃
を
受
け
た
と
さ
れ
、
一
〇
〇
〇
名
近
い
死
者
が
出
た
と
い
う
。
ま

た
一
九
八
四
年
一
〇
月
に
は
ガ
ン
ジ
ー
首
相
を
シ
ー
ク
教
徒
の
護
衛
が
暗
殺
し
た
た
め
、
そ
の
報
復
に
よ
り
多
数
の
シ
ー
ク
教
徒
が

虐
殺
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
カ
ナ
ダ
国
内
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
本
国
の
事
情
が
反
映
さ
れ
、
シ
ー
ク

教
徒
に
よ
る
テ
ロ
事
件
な
ど
が
時
折
、
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
一
九
八
五
年
六
月
二
三
日
、
ト
ロ
ン
ト
発
ロ
ン
ド
ン
経
由
の
ム
ン

バ
イ
（
ボ
ン
ベ
イ
）
行
き
の
イ
ン
ド
航
空
一
八
二
便
が
爆
弾
テ
ロ
に
よ
り
、
三
二
九
名
の
乗
客
・
乗
員
が
死
亡
す
る
と
い
う
大
き
な

事
件
も
起
き
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
政
府
は
こ
れ
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
が
、
シ
ー
ク
教
徒
が
犯
人
と
い
う
確
証
を
ま
だ
得
て
い
な
い）（（
（

。

　

シ
ー
ク
教
徒
に
は
五
Ｋ
と
い
う
守
る
べ
き
戒
律
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
髪
を
切
ら
ず
タ
ー
バ
ン
を
頭
に
巻
く
習
慣
、
そ
し

て
キ
ル
パ
ン
と
い
う
短
剣
を
男
子
が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
タ
ー
バ
ン
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
興
味
深
い
事
件
が
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
連
邦
警
察
（
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
警
官
に
な
る
に
は
制
服
着
用
の
義

務
や
髭
を
剃
る
こ
と
な
ど
身
だ
し
な
み
の
ル
ー
ル
が
厳
し
く
求
め
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
一
九
八
二
年
憲
法
の
制
定
以
降
、
連
邦
警
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察
も
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
警
官
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、
か
れ
ら
の
信
仰
の
自
由
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
次
第
に
理
解
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
連
邦
警
察
官
（
制
帽
を
着
用
し
な
い
）
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
決
定

を
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
が
一
九
九
〇
年
に
発
表
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
反
対
意
見
も
多
か
っ
た
が
、
シ
ー
ク
教
徒
が
信
仰
の
自
由
を
享
受
し
な
が

ら
連
邦
警
察
官
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
こ
れ
で
正
式
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。

　

他
方
、
危
険
を
伴
う
工
事
現
場
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
運
転
で
は
、
シ
ー
ク
教
徒
の
タ
ー
バ
ン
の
着
用
は
許
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
二

〇
〇
八
年
三
月
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
あ
る
地
方
裁
判
所
（Court of Justice

）
は
シ
ー
ク
教
徒
に
と
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
義

務
づ
け
た
高
速
道
路
規
制
法
が
か
れ
ら
の
信
仰
の
自
由
を
侵
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
し
か
し
同
時
に
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る
運
転
者

や
他
の
通
行
者
の
安
全
を
守
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
、
と
い
う
判
決
を
下
し
て
い

る
。
信
仰
の
自
由
を
尊
重
し
つ
つ
、
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
シ
ー
ク
教
徒
も
タ
ー
バ
ン
を
と
き
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
べ
き
と
い

う
判
決
が
こ
こ
で
は
下
さ
れ
た
の
で
あ
る）（（
（

。

　

２　

ム
ル
タ
ニ
事
件

　

こ
う
し
た
シ
ー
ク
教
徒
の
独
自
な
ス
タ
イ
ル
が
信
教
の
自
由
と
い
う
テ
ー
マ
と
つ
な
が
り
、
ま
た
大
き
な
論
争
の
的
に
な
り
、
最

終
的
に
は
二
〇
〇
六
年
三
月
二
日
、
連
邦
最
高
裁
で
判
決
が
下
さ
れ
る
と
い
う
展
開
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

　

事
件
の
始
ま
り
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
小
学
校
で
学
ん
で
い
た
シ
ー
ク
教
徒
の
グ
ル
バ
ジ
・
シ
ン
・
ム
ル
タ
ニ
（Gurbaji Shign 

M
ultani

）
が
身
に
着
け
て
い
た
短
剣
（
キ
ル
パ
ン
）
を
校
内
で
落
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
シ
ー
ク
教
徒
は
一
定
の
年
齢
に
な
る
と
、

キ
ル
パ
ン
と
い
う
宗
教
的
に
意
味
の
あ
る
短
剣
を
た
え
ず
身
に
着
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
二
歳
に
な
る
ム
ル
タ
ニ
君
は

二
〇
〇
一
年
一
一
月
一
八
日
、
校
庭
で
友
人
と
遊
ん
で
い
た
際
、
偶
然
、
キ
ル
パ
ン
が
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
外
れ
て
落
と
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
を
目
撃
し
た
他
の
児
童
の
親
が
学
校
関
係
に
苦
情
を
申
し
た
て
、
校
内
で
の
安
全
か
シ
ー
ク
教
徒
の
信
仰
の
自
由
か
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と
い
う
大
き
な
論
争
に
つ
な
が
っ
て
い
く）（（
（

。

　

一
二
月
下
旬
に
は
キ
ル
パ
ン
を
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
身
に
着
け
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
ム
ル
タ
ニ
君
の
登
校
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
不
安
視
す
る
親
も
お
り
、
ム
ル
タ
ニ
君
の
登
校
を
学
校
が
認
め
な
い
と
い
う
事
態
が
生
ま
れ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
ム

ル
タ
ニ
君
の
親
が
弁
護
士
を
雇
い
、
法
的
な
解
決
方
法
を
目
指
し
た
。
二
〇
〇
二
年
五
月
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
高
等
裁
判
所
は
信
教
の
自

由
を
認
め
、
キ
ル
パ
ン
を
き
ち
ん
と
包
む
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
と
れ
ば
ム
ル
タ
ニ
君
が
学
校
へ
持
参
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
と
い

う
判
決
を
下
し
た
。
一
定
の
条
件
が
守
ら
れ
れ
ば
、
キ
ル
パ
ン
を
持
参
し
、
通
学
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

校
内
で
の
安
全
も
大
事
で
あ
る
が
、
ム
ル
タ
ニ
君
の
信
仰
の
自
由
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
不
満
な
他
の
親
た
ち
は
控
訴
し
、
二
〇
〇
四
年
四
月
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
控
訴
院
に
て
逆
転
判
決
が
下
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

校
内
で
の
安
全
が
信
仰
の
自
由
よ
り
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ム
ル
タ
ニ
君
の
要
求
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
な

る
が
ム
ル
タ
ニ
君
の
親
は
上
告
し
、
カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
に
て
最
終
判
断
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
三
月
二
日
、
カ

ナ
ダ
最
高
裁
は
キ
ル
パ
ン
の
全
面
的
な
持
ち
込
み
禁
止
は
信
仰
の
自
由
を
侵
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
認
め

ら
れ
る
べ
き
と
い
う
判
決
を
下
し
た）（（
（

。

　

カ
ナ
ダ
憲
章
（
一
九
八
二
年
憲
法
）
第
２
条
ａ
に
従
え
ば
、
ム
ル
タ
ニ
君
の
キ
ル
パ
ン
持
参
で
の
通
学
禁
止
は
信
仰
の
自
由
を
侵

す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
第
１
条
に
よ
る
制
約
（
キ
ル
パ
ン
の
持
参
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
）
を
認
め
る
と
、
校
内
に
お
い
て
同
様

に
危
険
な
物
品
（
は
さ
み
、
野
球
の
バ
ッ
ト
、
鉛
筆
な
ど
）
も
持
ち
込
み
禁
止
と
な
る
可
能
性
も
出
て
く
る
の
で
慎
重
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
信
教
の
自
由
と
の
関
係
を
見
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
と
る
べ
き
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
こ
れ
が
大
事
件
と
な
っ
た
が
、
隣
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
す
で
に
キ
ル
パ
ン
持
参
の
通
学
は
認
め
ら
れ

て
い
る
（
一
九
九
一
年
パ
ン
ド
リ
判
決
、
州
控
訴
裁
判
所
）。
ま
た
連
邦
最
高
裁
の
庁
内
へ
も
キ
ル
パ
ン
の
持
参
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

州
に
よ
り
、
キ
ル
パ
ン
に
つ
い
て
の
判
断
は
一
律
で
は
な
く
、
カ
ナ
ダ
国
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
航
空
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機
に
搭
乗
す
る
場
合
に
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
バ
ス
や
電
車
に
乗
る
場
合
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る）（（
（

。

Ⅵ　

ま
と
め
と
課
題

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
カ
ナ
ダ
は
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
国
と
し
て
制
度
や
文

化
を
整
備
し
て
き
た）（（
（

。
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
を
公
定
教
会
と
し
て
英
語
系
カ
ナ
ダ
の
植
民
地
で
は
認
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
色
彩
を
強
く
刻
印
す
る
制
度
が
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
き
た
。
日
曜
日
に
労
働
し
営
業
す
る
こ
と
を
禁
止

し
た
主
日
法
は
そ
の
具
体
例
で
あ
る
。
規
模
の
小
さ
い
雑
貨
店
な
ど
を
対
象
か
ら
除
外
す
る
な
ど
多
少
の
例
外
を
残
す
と
し
て
も
、

か
り
に
日
曜
日
に
営
業
す
る
と
刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
、
一
定
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
る
、
と
い
う
厳
し
い
規
則
が
も
う
け
ら
れ
て

い
た
。
安
息
日
を
日
曜
日
以
外
と
す
る
宗
教
団
体
や
信
者
に
と
り
、
こ
れ
は
行
動
を
制
約
さ
れ
、
信
仰
の
自
由
を
侵
さ
れ
る
と
い
う

大
き
な
問
題
で
も
あ
っ
た
。

　

一
九
八
二
年
憲
法
の
制
定
に
よ
り
、
信
仰
の
自
由
が
明
文
化
さ
れ
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
日
曜
日
を
休
日
と
定
め
た
ル
ー
ル
に
対

し
て
挑
戦
を
開
始
し
た
。
ビ
ッ
グ
Ｍ
事
件
（
一
九
八
五
年
）
で
は
連
邦
最
高
裁
は
主
日
法
が
信
仰
の
自
由
を
侵
す
の
で
憲
法
違
反
と

い
う
判
断
を
下
し
た
。
他
方
、
同
じ
よ
う
に
日
曜
日
の
営
業
を
禁
止
し
た
オ
ン
タ
リ
オ
州
法
の
是
非
を
論
じ
た
判
決
（
エ
ド
ワ
ー
ズ

書
店
事
件
、
一
九
八
六
年
）
で
は
連
邦
最
高
裁
は
別
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
州
法
は
主
日
法
と
は
異
な
り
、
宗
教
的
な

意
味
あ
い
は
な
く
、
従
業
員
に
休
日
を
与
え
る
と
い
う
「
世
俗
的
」
な
目
的
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
信
仰
の
自
由
を
侵
し
て
は
い
な

い
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
同
じ
事
象
（
日
曜
日
を
休
日
と
す
る
こ
と
）
を
取
り
上
げ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
求
め
た
法
律
の
制
定
理
由

の
違
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
判
断
を
下
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
第
93
条
の
規
定
か
ら
公
立
学
校
、
そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
系
で
あ
り
な
が
ら
公
費
補
助
を
受
け
る
と
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い
う
「
分
離
学
校
」
と
い
う
二
本
立
て
の
制
度
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
公
立
学
校
で
は
児
童
・
生
徒
の
大
半
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系

で
あ
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
行
為
（
聖
書
の
朗
読
や
祈
り
な
ど
）
が
正
規
の
教
育
課
程
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
の
批
判
が
高
ま
り
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
公
立
学
校
の
「
世
俗
化
」
が
進
む
と
い
う
興
味
深
い
変
化
が
生
ま
れ
た
。

他
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
分
離
学
校
は
連
邦
結
成
以
来
、
一
学
年
か
ら
一
〇
学
年
ま
で
し
か
提
供
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
や
や
不

完
全
な
制
度
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
改
善
し
、
公
立
学
校
と
同
じ
よ
う
に
最
終
学
年
（
一
三
学
年
）
ま
で
提
供
す
る
と
い
う
動
き

が
一
九
八
〇
年
代
の
中
ご
ろ
進
行
し
た
。
こ
の
改
革
が
成
功
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
保
守
党
政
権
な
が
ら
も
穏
健
で
リ
ベ
ラ
ル

な
Ｗ
・
デ
ー
ビ
ス
州
首
相
と
い
う
指
導
者
の
カ
リ
ス
マ
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
司
法
判
断
も
こ
の
改
革
を
支
持

す
る
方
向
に
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
分
離
学
校
の
対
象
と
な
る
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
児
童
・
生
徒
だ
け
で
あ
り
、
他
の
宗
派
に
と
り
親
が
授
業
料
を
負

担
す
る
私
立
学
校
に
入
れ
る
し
か
な
い
、
と
い
う
不
均
衡
な
事
態
に
な
っ
て
い
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
け
を
優
遇
す
る
Ｂ
Ｎ
Ａ
法

第
93
条
に
つ
い
て
は
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
団
体
か
ら
不
公
平
と
す
る
声
が
上
が
り
、
訴
訟
も
起
き
た
。
連
邦
最
高
裁
が
下
し
た

ア
ド
ラ
ー
判
決
（
一
九
九
六
年
）
で
は
、
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
制
定
時
の
時
代
背
景
が
考
慮
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
権
利
が
優
先
さ
れ
る

と
し
た
。
ま
た
当
時
、
憲
法
制
定
論
議
に
関
わ
っ
て
い
な
い
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
こ
の
枠
組
み
に
入
れ
る
こ
と
は
出
来

な
い
、
と
い
う
理
由
が
示
さ
れ
た
。
加
え
て
一
九
八
二
年
憲
法
第
29
条
は
、
宗
派
学
校
の
権
利
（
学
校
維
持
に
必
要
な
費
用
は
公
費
に

よ
り
負
担
す
る
）
は
維
持
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
尊
重
す
べ
き
根
拠
と
な
る
。
当
面
の
と
こ
ろ
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
児
童
・
生
徒
は
高
い
授
業
料
を
払
い
、
私
立
学
校
に
通
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
オ
ン
タ
リ
オ
州
政
府

は
他
の
州
と
異
な
り
、
私
立
学
校
へ
の
私
学
助
成
を
拒
否
し
て
お
り
、
親
た
ち
の
経
済
的
負
担
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

　

離
婚
、
財
産
分
与
、
子
供
の
養
育
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
民
族
・
宗
教
集
団
ご
と
に
独
自
な
慣
習
を
維
持
し
て
き
た
と
さ
れ

る
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
政
府
は
こ
れ
を
公
的
に
認
め
る
と
い
う
法
律
（
調
停
法
）
を
一
九
九
一
年
に
制
定
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
カ
ト
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リ
ッ
ク
教
徒
は
慣
例
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
尊
重
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ス
ラ
ム
関
係
者
が
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
を
制
度
化

（
シ
ャ
ー
リ
ア
法
の
導
入
）
し
て
い
く
と
い
う
提
案
を
二
〇
〇
三
年
に
発
表
し
た
。
す
る
と
州
の
内
外
に
お
い
て
、
こ
れ
に
反
対
す
る

声
が
出
て
き
た
。
イ
ス
ラ
ム
的
な
慣
習
で
は
女
性
の
権
利
が
損
な
わ
れ
、
男
性
有
利
の
決
定
が
行
わ
れ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
お
そ
ら
く
反
イ
ス
ラ
ム
的
な
感
情
も
背
後
に
存
在
す
る
と
も
言
え
よ
う
。
内
外
の
反
対
の
声
を
受
け
て
、
州
首
相
は
二
〇

〇
五
年
、
シ
ャ
ー
リ
ア
法
は
一
切
認
め
な
い
、
と
い
う
声
明
を
発
表
し
て
事
態
の
沈
静
化
に
努
め
た
。
も
っ
と
も
シ
ャ
ー
リ
ア
法
は

そ
の
内
容
が
普
遍
的
に
確
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
一
律
に
男
性
優
位
・
女
性
不
平
等
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
公
的
に
認
め
る
と
い
う
段
階
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
明
白

で
あ
ろ
う
。

　

シ
ー
ク
教
徒
は
信
仰
を
守
る
た
め
に
は
独
自
な
慣
習
（
五
つ
の
Ｋ
と
呼
ば
れ
る
）
を
守
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
独
自
な
慣

習
の
な
か
で
頭
に
タ
ー
バ
ン
を
巻
く
こ
と
、
そ
し
て
キ
ル
パ
ン
と
い
う
短
剣
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
学
校
教
育
の
場
で
は
問
題
と

な
っ
て
き
た
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
学
校
で
グ
ル
バ
ジ
・
シ
ン
・
ム
ル
タ
ニ
と
い
う
一
二
歳
の
小
学
生
が
キ

ル
パ
ン
を
身
に
着
け
て
い
た
こ
と
が
事
件
の
発
端
で
あ
っ
た
。
キ
ル
パ
ン
が
校
内
の
安
全
に
と
り
脅
威
と
な
る
と
考
え
た
他
の
親
た

ち
と
ム
ル
タ
ニ
君
の
間
で
対
立
が
生
ま
れ
、
州
の
裁
判
所
で
の
判
断
に
続
き
、
最
後
は
連
邦
最
高
裁
の
判
決
に
よ
り
決
着
し
た
。
連

邦
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
キ
ル
パ
ン
持
参
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
は
信
仰
の
自
由
を
侵
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
学
校
当
局
は
こ
れ

を
認
め
る
べ
き
と
し
た
。
た
だ
し
、
短
剣
の
サ
イ
ズ
や
所
持
方
法
な
ど
を
工
夫
し
て
安
全
面
で
の
配
慮
を
す
る
べ
き
と
し
た
。

　

多
文
化
社
会
に
お
け
る
信
仰
の
自
由
は
、
本
論
文
で
見
た
よ
う
に
普
遍
化
が
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
す
べ
て
の
国
民
を
差
別
す

る
こ
と
な
く
平
等
に
扱
う
こ
と
、
そ
し
て
信
仰
の
自
由
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
独
自
性
を
尊
重
す
る
（
特
別
扱
い
す
る
）
こ
と
は
矛
盾

し
対
立
す
る
事
象
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
簡
単
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
今
後
の
研
究
の
方
向
と
し
て
、
ケ
ー
ス
・
バ

イ
・
ケ
ー
ス
で
普
遍
的
原
理
を
尊
重
し
つ
つ
、
信
仰
の
自
由
を
ど
の
よ
う
に
達
成
す
る
か
、
政
治
的
、
法
的
、
行
政
的
、
そ
し
て
司
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法
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
た
い
。
筆
者
が
フ
ォ
ロ
ー
し
た
宗
教
的
多
様
性
に
関
す
る
三
冊
の
先
行
研
究
で
も
こ

の
よ
う
な
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
憲
法
や
法
体
系
と
の
関
係
で
宗
教
を
論
じ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ム
ー
ン
編
集
の
本
で
は
事
例
研
究
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
け

る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ア
パ
ー
ト
に
お
け
る
宗
教
的
な
装
飾
、
同
性
婚
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
先
住
民
の
宗
教
）
に
始
ま
り
、
よ
り
抽
象
的
な
議
論

な
ど
も
展
開
し
た
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る）（（
（

。
つ
い
で
Ｐ
・
バ
ラ
マ
ダ
ッ
ト
と
Ｄ
・ 

セ
ル
ジ
ェ
ク
編
集
に
よ
る
本
で
は
二
部
構
成

を
取
り
、
そ
の
第
一
部
で
は
シ
ー
ク
教
徒
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
な
ど
の
特
定
の
宗
教
団
体
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
課
題

な
ど
を
議
論
し
て
い
る
。
つ
い
で
同
書
の
第
二
部
で
は
教
育
、
医
療
、
公
共
政
策
と
い
う
宗
派
横
断
的
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
各

集
団
を
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る）（（
（

。
最
後
と
な
る
Ｌ
・
Ｇ
・
ビ
ー
マ
ン
と
Ｐ
・
バ
イ
ヤ
ー
編
集
の
本
で
は
比
較
の
観
点
か
ら
の

文
化
的
多
様
性
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
お
け
る
合
理
的
な
妥
協
、
そ
し
て
世
論
調
査
な
ど
類
書
と
比
較
す
れ
ば
よ
り
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
の

議
論
を
展
開
す
る
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る）（（
（

。
こ
の
本
の
終
章
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
ビ
ー
マ
ン
の
論
文
（「
宗
教
的
多
様
性
に
関

す
る
国
際
比
較
︱
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
米
国
」）
は
こ
の
点
で
、
抽
象
度
の
高
い
ま
と
め
と
し
て
評
価
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
い
て
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
宗
教
的
な
対
立
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
本
論
で
も
見
た

シ
ー
ク
教
徒
の
キ
ル
パ
ン
問
題
に
始
ま
り
、
保
守
的
（
超
伝
統
的
）
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
よ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
の
抗
議
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
建
物
内

部
で
女
性
が
行
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
道
路
の
通
行
人
か
ら
見
え
る
こ
と
に
抗
議
）、
エ
ル
ヴ
ィ
ル
と
い
う
小
さ
な
町
で
反
イ
ス
ラ
ム
的
と

理
解
さ
れ
る
行
動
規
範
を
発
表
し
て
内
外
で
論
争
を
引
き
起
こ
す
な
ど
宗
教
関
係
で
意
見
の
対
立
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
を

見
た
州
政
府
は
二
名
の
高
名
な
学
者
（
哲
学
者
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
、
そ
し
て
歴
史
家
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ブ
シ
ャ
ー
ル
）
を
調
査

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
任
命
し
、
検
討
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た）（（
（

。
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
連
邦
政
府
が
提
示
し
て
き
た
「
多
文
化
主

義
」
に
対
す
る
意
味
で
「
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
リ
ズ
ム｣

と
い
う
理
念
と
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
加
え
て
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

は
ア
メ
リ
カ
式
の
政
教
分
離
と
は
異
な
る
「
ラ
イ
シ
テ
」
の
理
念
も
あ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
は
カ
ナ
ダ
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
立
場
に
あ
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る
。
宗
教
的
な
多
様
性
の
中
で
ケ
ベ
ッ
ク
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
が
課
題
で
あ
り
、
二
名
の
学
者
は
「
妥
当
な
る
調
整
」
と
い
う
概

念
を
強
調
し
た
。
こ
れ
も
今
後
と
も
検
討
す
べ
き
概
念
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

筆
者
と
し
て
は
、
今
後
と
も
多
く
の
事
例
研
究
や
理
論
研
究
に
触
れ
な
が
ら
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
宗
教
的
な
多
様
性
に
関
す
る
議

論
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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